
12 年秋季リーグ 

第７週・１０月１７日 

０勝１敗 

〝
背
水
の
陣
〟
―
―
。
ま
さ

に
、
そ
ん
な
状
況
だ
っ
た
。 

こ
の
カ
ー
ド
を
２
連
勝
で
終

え
、
最
終
週
の
亜
大
対
青
学
大
戦

で
青
学
大
が
２
連
勝
で
亜
大
か

ら
の
勝
ち
点
奪
取
と
な
れ
ば
、
駒

大
に
は
亜
大
と
の
優
勝
決
定
戦

が
待
っ
て
い
た
が
、
最
後
の
最
後

に
力
尽
き
た
。 

 

試
合
が
動
い
た
の
は
、
５
回
。

こ
こ
ま
で
１
安
打
に
抑
え
て
い

た
井
口
が
、
突
如
３
連
打
を
浴
び

２
失
点
。
し
か
し
今
季
の
駒
大
は

２
点
ほ
ど
の
差
に
焦
り
は
な
く
、

そ
の
直
後
、
１
死
三
塁
か
ら
下
川

知
弥(

市
２)

が
冷
静
に
打
球
を

左
前
に
運
び
１
点
差
と
し
た
。
中

大
は
６
回
、
プ
ロ
注
目
右
腕
・
鍵

谷
陽
平(

４
年
＝
北
海)

を
マ
ウ

ン
ド
に
送
る
と
、
１
５
０
㌔
近
い

速
球
を
連
発
。
そ
れ
で
も
、
齋
藤

導
久(

政
２)
が
四
球
を
選
び
好

機
を
つ
く
る
と
、
戸
柱
泰
孝(

現

４)

が
右
越
適
時
三
塁
打
を
放
ち 

同
点
。
こ
れ
に
は
「
優
勝
も
か
か
っ

て
い
て
熱
く
な
っ
て
い
た
」
と
、
ガ

ッ
ツ
ポ
ー
ズ
も
飛
び
出
し
た
。 

 

同
点
で
迎
え
た
９
回
、
２
死
な
が

ら
走
者
を
三
塁
に
置
き
一
打
サ
ヨ

ナ
ラ
の
場
面
で
、
打
席
に
は
代
打
・

柳
原
悟(

法
３)

。
右
翼
に
大
飛
球
を

放
つ
が
、
打
球
は
惜
し
く
も
相
手
の

グ
ラ
ブ
に
吸
い
込
ま
れ
た
。
そ
し

て
、
今
季
初
の
延
長
戦
へ
突
入
す
る

と
、
井
口
が
ま
た
も
３
連
打
を
浴
び

２
失
点
、
最
後
は
併
殺
に
仕
留
め
ら

れ
黒
星
を
喫
し
た
。 

 

試
合
後
、
西
村
亮
監
督
は
「
選
手

は
ま
だ
ま
だ
成
長
中
で
す
。
優
勝
争

い
を
最
後
ま
で
で
き
た
こ
と
は
来

年
に
つ
な
が
る
の
か
な
」
と
、
選
手

を
労
わ
り
な
が
ら
も
前
を
向
い
た
。 

最
終
学
年
で
の
優
勝
に
懸
け
て

い
た
４
年
生
の
悔
し
さ
は
大
き
な

も
の
だ
っ
た
が
、
「
必
ず
勝
ち
点
を

獲
っ
て
引
退
す
る
」
と
意
気
込
め

ば
、「
必
ず
勝
っ
て
送
り
出
し
た
い
」

と
後
輩
た
ち
。
ひ
と
つ
に
な
っ
た
チ

ー
ム
の
気
持
ち
は
〝
必
ず
〟
勝
利

へ
と
つ
な
が
る
は
ず
だ
。 

文
＝
松
井
智
子 

写
真
＝
山
本
春
煕 

 

 中 大 ０００ ０２０ ０００ ２ ４ 
駒 大 ０００ ０１１ ０００ ０ ２ 

 

優
勝
戦
線
に
生
き
残
る
た
め
に
は

一
敗
も
許
さ
れ
な
い
戦
い
だ
っ
た
。
同

点
で
迎
え
た
９
回
、
２
死
三
塁
の
好
機

を
生
か
せ
ず
今
季
初
の
延
長
戦
に
突

入
す
る
と
、
先
発
・
井
口
拓
晧(

経
４)

が
３
連
打
を
浴
び
２
失
点
。
チ
ー
ム
は

そ
の
ま
ま
敗
れ
、
か
す
か
に
残
っ
て
い

た
優
勝
の
可
能
性
が
消
滅
し
た
。 
【駒 大】   打安点 

⑦中 谷  ４００ 

⑧小 林  ３２０ 

⑤下 川  ４１１ 

⑥白 崎  ３１０ 

⑨江 越  ３００ 

③福  山  ４１０ 

DH齋 藤  ２００ 

RD藤 原  ０００ 

HD柳 原  １００ 

②戸 柱  ４１１ 

④山 口  ３１０ 

４砂 川  １１０ 

  計 32８２ 

 

▽二塁打＝山口 

▽三塁打＝戸柱 

 

    回 打安責 

●井 口 10 4311４ 

【上】６回、同点の右越適時三塁打

を放った戸柱 

【右】延長 10回を１人で投げ抜いた

エース・井口 

 


